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調査は昭和53年11月21日から25日までの間に実施され、聴取り法によって城、茶花、朝
戸の各字が調査対象となった。
（ｲ）年齢集団及び名称
男女の区別がなく子どもはワラビ（複数形はワラビンチャー）と呼ばれ、14才までが上限で
ある。15才を過ぎると1人前とみなされ、男女別々の名称が与えられ、別々の役割が期待され
た。15才以上の男子はニーセー、女子はメーラビと呼ばれ、前者は青年会に、後者は婦人会に
参加した。それぞれ結婚すれば、参加資格を失った。
結婚するかまたは家督を相続すると、男子は戸主会に入った。戸主の資格は一応61才までで
あったが、隠居制がないため、死亡するまで戸主の資格を保待するのがふつうであった。老人の
組織というものはなく、社会的にみて、老人の役割はそれほど重視されなかった。
㈲集団加入及び退団
特別な儀式はなかった。それに年齢集団が普通は不定型のものであり、若者組のように官製
の青年会へと移行しても不定型の要素を残したものもあり、いずれもそれ自体の境界線のはっ
きりしない集団であったため、加入及び退団の方法も明確な形をとっていなかった。
例集団の構造と機能
いまのべたように、伝統的にみて大部分の年齢集団は不定型のものであった。それらが定型
的な組織をもつようになるのは、近代以降、各村落が国家体制のなかに統合されてからである。
それ以降各年齢集団は、伝統的な村落社会と近代的国家機構の2つの統合体の間を揺れ動くよ
うになる。それは、たとえば､子どもの遊びのなかからも観察できる｡孤立した村落ではその土
地柄にマッチした遊びが発達し、外来文化の伝播のはげしいところ（あるいはそのような時代
には）外来の遊びが普及する。軍国主義時代になると、子どもの遊びまで戦争ゴッコを中心と
したものになる。同様に、青年集団も時代の洗礼を常に受けてきた。以下報告するのは、その
ような視点から、子どもの遊び（童戯)、青年会の活動をみようとしたものである。まず、前
者からみよう。
10才ごろまでの遊びとして
●ハクリンボー
かくれんぽうのこと。男女共通。
●ウッチャ
お手玉遊び。男女共通。
●チンチヤンオーチ
チンチャンはかたつむり、オーチはけんかのこと。2つのカタツムリを背中合わせに重ね
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て押しつぶし合う遊び。男女共通。
●あやとり。男女共通。
10才を過ぎると、遊びも男女別々になる。
・杭倒し（方言名不明）男子のみ。
●相撲◎男子のみ。
●まりつき。女子のみ。
ここで手まり歌を紹介しよう（ただ、十分聴き取れない部分もあった)。
ながら、女の子が歌ったという。
ちくどのたなぱるみゅじぬゆゆなが
やんぱるとかしきめ－ぬとうまいぬ
となみなうちちようていまくらばたぽうり
うんなちくだるとういぬがなしやていちやとうちゅん
た－ちゃ－とうちゆんみ－ちゃとうちゅん
これを手まりつき
さて、つぎは青年会の活動内容をみよう。これについては、明治37年に青年会長を務め、長
らく青年会のリーダーとして活動するとともに、大正11年に与論の村長もなされて、与論の青
年会活動、社会教育にくわしい山下平志氏（明治17年生）から聴取できた。それによれば、ヤ
ユー（青年男女の夜遊びで、沖縄本島のモーアシビに相当する）の取り締りが青年会活動の1
つであった。青年の楽しみを青年会が取り締るということは、その効果があがらなかったこと
を意味する。事実、取り締りの任に当った青年会の指導者たちも一方ではヤユーを楽しみなが
ら取り締らざるを得なかったという。ということは、このような規制は青年の側からでてきた
ものではなく、風紀取り締りの一環として上（役場）から命じられたと思われる。公衆衛生の
改善（とくに豚舎の改良）は青年会が中心となった。また、婦人会とともに、共通語普及にも
力を入れた。大正10年頃まで、共通語の使える人は少なかったといわれる。このようにみてく
ると、明治・大正期の青年会は、社会の啓蒙活動』こ重要な働きをしたようである。青年のうち、
とくに、鹿児島あたりで教育を受けて帰郷した学生が大きな役割を果たしたようである。（山
下氏もその1人である。）もちろん、このような啓蒙活動が与論の近代化に貢献したことはい
うまでもないが、それは同時に伝統的なものを破壊するとともに、ときには、村落を国家社会
に統合させるプロセスでもあった。
村落の中心組織は戸主会であった。その主な機能は、農業経営、生産力増進と結びついたも
のであった。たとえば、役場の後援で、モミの改良、諸作物の改良に力を入れたり、品評会を
催したりした。
（二）青年集団
青年会が結成される以前のニーセーの集団は不定型のものであることはすでにふれた。青年会
は明治30年ごろつくられたようであるが、大正期に至っても今日みるような組織はなく、ただ
会長と名のつくものが遊び仲間から推薦されて、組織らしいものになっていたという程度であ
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あった。
青年の活動のうち、フォーマルな面についてはすでにふれたので、ここではインフォーマル
な面に限定してのべる。その1つがヤユーである。ヤユーは、先にふれたように、沖縄本島の
モーアシビと同じもので、青年男女が一諸になって、三味線に合わせて歌って遊ぶ夜遊びのこ
とである。尋常小学校を卒業すると、ヤユーの仲間入りをするが、最初はただついていくだけ
である。そのうち、三味線をならい、歌をおぼえていくと、1人前のニーセーとして遊んだよう
である。
ヤユーの場所として、主に、若い娘のいる家が選ばれた。1人の娘の家に、7～8名の若者
が集まることもあった。ヤユーの場所として、その他、海浜、畑、道路（とくに三叉路）が利
用された。なお、ヤーサグイ（夜ぱい）は大正の始めごろまで“話し”としては残っていたと
いう。
ヤユーの後は、それぞれ各自の家に帰ったようであり、寝宿はなかったという。青年仲間の
遊びは自由であり、部落間の対立や封鎖性はなかった。ただし、結婚となると、城と茶花の人
びとは他部落出身を歓迎しなかった。
